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　１．当社の事業である、産業廃棄物収集運搬及び中間処理にあたり、作業効率・経済的な事情を
　　　考慮の上、環境に与える影響を低減するとともに、循環型社会の実現に努めます。
　　　
　　　　①二酸化炭素排出量削減のため、後車や周囲の状況を配慮しながらアイドリングストップ、

　　　　②事業活動で発生する廃棄物は、発生を抑制するとともに再使用の向上に努めます。
　　　　③消費電力、水使用量の削減に努めます。
　　　　④環境に配慮した製品の購入を促進し資源の活用に努めます。

　２．環境活動の継続的改善を推進するにあたり、環境目標・環境活動計画を策定し取組みます。

　　　策定した目標・活動計画は定期的にあるいは必要に応じて見直します。

　３．事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。

　４．環境方針は、全社員に周知するとともに、環境教育を行い社員の環境に関する意識の向上

　　　を図ります。

　５．環境管理に関する情報は、社内外に公表し、地域社会とのコミュニケーションを図ります。

2019年　4月　１日

エムケープラント株式会社　

代表取締役 久保田　朋子
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１．環境経営方針

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。

　　　　　エコドライブの推進に努めます。

〔基本理念〕

　エムケープラント(株)は産業廃棄物収集・運搬及び中間処理などの事業活動を通じて
地球環境と社会生活の共生を果たし環境に配慮した事業活動に努めます。

また、会社一丸となって今できることを明確にし環境保全に貢献いたします。

〔基本方針〕



1．　事業所及び代表者名

エムケープラント株式会社

代表取締役社長　久保田　朋子

2．所在地
〒370-0524　　群馬県邑楽郡大泉町古海794-75

3．法人設立年月日

4.資本金

2,500万円

5．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　代表取締役社長　　久保田　朋子

環境管理責任者　：　代表取締役社長　　久保田　朋子

担当　　　　　　：　ＥＡ２１事務局 　   今宿　博子

TEL　：　0276-63-5793
FAX　：　0276-62-6808

6．対象範囲

エムケープラント株式会社　全組織・全活動

産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物収集運搬業、

一般廃棄物収集運搬業

7．レポートの対象期間

2024年4月～2025年3月の1年間の活動

8．事業の内容

・産業廃棄物収集・運搬及び中間処分における再資源化

・大泉町、邑楽町、千代田町、館林市、太田市、伊勢崎市の

　可燃、、不燃、資源ごみの回収

２．事業活動の規模

昭和62年6月24日
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9．許可登録内容

中間処理業
(選別・破砕）

許可自治体 群馬県許可 群馬県許可 栃木県許可 東京都許可 茨城県許可 埼玉県許可

許可番号 01020024208 01000024208 00900024208 13-00-024208 00801024208 01104024208

許可年月日 R4.1.25 R1.9.4 R4.7.24 R4.7.15 R4.11.28 R2.11.12

有効年月日 R9.1.24 R11.9.3 R9.7.23 R9.7.14 R9.9.9 R7.11.11

燃え殻 ○*3 ○*3 ○

汚泥 ○*2・3 ○*2・3 ○

廃油 ○*2 ○ ○ ○

許 廃酸 ○*2・3 ○ ○

廃アルカリ ○*2・3 ○ ○

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ○ ○*1*2 　○*1*2   ○*1      ○*1*2    ○*1

可 紙くず ○ ○ ○ ○ ○ ○

木くず ○ ○ ○ ○ ○ ○

繊維くず ○ ○ ○ ○ ○ ○

品 動植物性残渣 ○ ○ ○

ゴムくず ○ ○ ○

金属くず ○ ○*2 ○*2 ○ 　○*2 ○
ｶﾞﾗｽ、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶
磁器くず ○ ○*1*2 　○*1*2  ○*1      ○*1*2    ○*1

目 鉱さい ○*3 ○ ○

がれき類 ○ ○*1   ○*1  ○*1     ○*1    ○*1

ばいじん ○*3 ○ ○

積替・保管 無 無 無 無 無 無
*1は、石綿含有産業廃棄物を含む *2は、水銀使用製品産業廃棄物を含む *3は、水銀含有ばいじん等を含む

一般廃棄物収集運搬業

管轄官公庁

大泉町
千代田町
邑楽町
太田市
館林市
伊勢崎市

10．運搬車両・作業車・コンテナ

2t塵芥車 1台 2㎥コンテナ 500台

4t塵芥車 3台 4㎥コンテナ 45台
3ｔアームロール車 4台 6㎥コンテナ 15台
4tアームロール車 8台 8㎥コンテナ 200台
10tアームロール車 1台 10㎥コンテナ 5台

2t平ボディ 1台 25㎥コンテナ 2台

3tユニック車 1台 蓋付きドラム 20本

3.5tユニック車 5台 1㎥フレコン 100袋

5tユニック車 1台
軽トラック・軽バン 2台

油圧ショベル 2台（0.25㎥）

フォークリフト 3台(2.5t）

11．事業規模
活動規模 単位 2022年 2023年 2024年

処理量 ｔ 8550.4 8852.7 10075.3

売上高 百万円 378 868 652

従業員 人 35 37 37

床面積 ㎡ 2347.84 2347.84 2347.84

第3-28号 令和8年3月31日

産業廃棄物収集運搬業

許可番号 有効年月日
第５-７号 令和9年7月3日
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64 令和7年8月31日

第１５号 令和9年4月3日

51 令和8年6月30日

第749号 令和8年9月30日



4. 受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等
（１）産業廃棄物
○ 収集運搬量、処理量等をご記入ください。
（ⅰ）収集運搬

単位 収集運搬量
t 23.63
t 4.2
t 94.06
t 2674.2
t 543.54
t 1518.9
t 24.30
t 230.65

ガラスくずコンクリートくず陶磁器くず t 4,474.11
がれき類 t 1,668.34
燃え殻 t 0.00

t 11,255.92

（ⅱ） 中間処理
廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

廃プラスチック 選別・破砕 t 2,503.28
紙くず 選別 t 382.43
木くず 選別・破砕 t 1,400.89
繊維くず 選別 t 13.55
金属くず 選別 t 264.61
ガラスくずコンクリートくず陶磁器くず 選別 t 4,346.86
がれき類 選別 t 1,167.63
紙くず 再生資源化 t 379.99
金属くず 再生資源化 t 260.19

t
t
t 640.18
t 10,079.25

（ⅲ）最終処分
処理方法等 単位 処分量

t
t
t

（ⅳ）中間処理後の産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）
廃棄物の種類 処理方法等 単位 処分量等

廃プラ・ガラス陶磁器くず・がれき 安定型最終処分（委託） t 3,822.31
残渣 管理型最終処分（委託） t 101.78
混載 選別　焼却（委託） t 30.04

t
t 3,954.13

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量等
廃プラスチック類 固形化燃料 t 2,208.81
紙くず 固形化燃料 t 379.99
木くず チップ化 t 1,390.66
繊維くず 固形化燃料 t 13.55
ガラスくずコンクリートくず陶磁器くず 破砕 t 1,744.12
がれき類 破砕 t 384.08

t
t 6,121.21
t 10,075.34

小計
合計
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廃棄物の種類
石綿含有廃棄物
汚泥
廃油
廃プラスチック
紙くず
木くず
繊維くず
金属くず

合計



（２）一般廃棄物
○ 収集運搬量、処理量等を単位（「t」「kg」または「m3」）を付けてご記入ください。
（ⅰ）収集運搬

単位 収集運搬量
事業系 ｔ 329.73

ｔ 0.50

330.23
家庭系 ｔ 1,884.59

ｔ

1,884.59
し尿・汚泥

その他：
その他：

合計
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資源ごみ（　　　　　　　　　　　　　　　

廃棄物の種類
可燃ごみ
不燃ごみ
資源ごみ（　　　　　　　　　　　　　　　
資源ごみ（　　　　　　　　　　　　　　　
その他：
その他：

合計
可燃ごみ
不燃ごみ
資源ごみ（　　　　　　　　　　　　　　　





品 目 収集運搬 中間処理 処理方法 処理分類

廃

プ

ラ 再生資源化
ス 燃料化
チ 安定型最終処分
ッ 管理型最終処分
ク

類

木 製紙原料、燃料化
く 燃料化
ず 管理型最終処分

検
収 紙 再生資源化
員 く 燃料化

搬 台 に 選 ず 管理型最終処分
入 貫 よ 別
廃 計 る ェ
棄 量 廃 リ
物 棄 ア 廃

物 石 再製品化、製紙原料
性 膏 燃料化
状 ボ　 管理型最終処分
及 ｜

び ド

容
量 及 コ ガ

の び ン ラ

確 陶 ク ス 再生資源化
認 磁 リ く 安定型最終処分

器 ｜ ず 管理型最終処分
く ト ・

ず く

ず

が 再生資源化
れ 安定型最終処分
き 管理型最終処分
類

金 再生資源化
属 安定型最終処分
く 管理型最終処分
ず

繊

維 燃料化
く 管理型最終処分
ず

破砕機処理能力

20.2t/日
27.1t/日

廃プラスチック類
木くず

エムケープラント(株)処理フロー

エムケープラント(株) エムケープラント(株) 選別・破砕

エムケープラント(株) エムケープラント(株) 選別・破砕

エムケープラント(株) エムケープラント(株) 選別

エムケープラント(株) エムケープラント(株) 選別

エムケープラント(株) エムケープラント(株) 選別

エムケープラント(株) エムケープラント(株) 選別

エムケープラント(株) エムケープラント(株) 選別

エムケープラント(株) エムケープラント(株) 選別
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破砕機処理フロー

各品目ごとのコン
テナへ投入し保管

廃プラスチック類
選別 破砕処理前保管 破砕機

破砕処理後
保管木くず



最高責任者 【代表取締役　久保田　朋子】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

　を指示する。

環境管理責任者 【久保田　朋子】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【久保田　朋子・今宿　博子】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境委員会 最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、3ヶ月1回

環境管理責任者が召集する。

環境管理責任者が必要と認めた者は出席することができる。
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職名 役割

環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する。

３．EA21推進体制

【最高責任者】
代表取締役社長

久保田朋子

【環境委員会】
【環境管理責任者】

久保田朋子
【事務局】
今宿博子

営業
取締役　久保田房二

工場
工場長　新井英夫

運搬
主任　高橋　渡

総務
取締役　今宿博子



当社に於ける2021年の環境負荷実績を把握し、

2022年～ 2024年迄の目標を下記の通り定め活動を開始しました。

1．主要な環境目標と環境負荷・実績

2021

実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

目標値： 目標値： 目標値：

75.6 75.1 74.9

目標値： 目標値： 目標値：

88.0 88 87.0

目標値： 目標値： 目標値：

9.60 9.58 9.55

目標値： 目標値： 目標値：

481.2 480.3 478.8

目標値： 目標値： 目標値：

76.0 77.5 79.6

＊購入電力の排出係数（東京電力エナジーパートナー2019年調整後排出係数）は、

0.441㎏-CO2/ｋWhを使用しています。

＊化学物質は使用していないため、目標は設定しておりません。

⑤二酸化炭素の総量
2024年４月～2025年３月

246,995
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1年後

４．環境目標とその実績

環境目標

基準値 3年後

2022年 2023年 2024年

2年後

2021年
実績に対

して
3％削減

144

③従業員一人当たり
の水資源投入量の削

減(㎥)
9.70

2021年
実績に対
して1.5%

削減
6.5

①売上高100万円当
たりの二酸化炭素排
出量の削減(購入電力

及び
ガソリン）

76

2021年
実績に対して

0.5%
削減

2021年
実績に
対して
1.2％
削減 30.6

2021年
実績に対
して1.5%

削減
37.161.1

144

6.80

96.0
②社内事業系廃棄物

の削減（袋）
90

2021年
実績に対して

1％
削減

2021年
度

実績に
対して
2％
削減

2021年
実績に対して

1%
削減

2021年
度実績に
対して
1.2％
削減 8.4

339.6

リサイクル率 69.18

2021年度実
績に対して1％

UP

2021年
度実績に
対して

1.2％UP 82.8

2021年
度実績に
対して
1.5％
UP

60.8

2021年
度実績に
対して
1.2％
削減

219.5

2021年
実績に対

して
1.5％
削減442.1

81.0

④収集・運搬に伴う
環境負荷の低減

売上高100万円当た
りの二酸化炭素排出
量の削減（軽油）

486.1

2021年度実
績に対して1％

削減



＊2024年4月～2025年3月の１年間の活動の取組みと評価をしております。

1．二酸化炭素排出量の削減 電気使用量は上がった。

　　　（購入電力及びガソリン）

　『目標』 夏の猛暑日のエアコン、冬の事務所の足温器使用が原因と考えられる。

2021年に対し1.2％削減

目標値：74.9

評価　：　〇 サンシェード、クールビズ

2．社内事業系廃棄物排出の削減 昼食の容器ごみが多くなっているので、マイ弁当、給食センター、水筒持参

　『目標』

　2021年に対し2％削減 今年度の取り組み内容の計量伝票、給与明細の電子化

目標値：88袋

実績値：144袋 配車システム、作業終了報告ののモバイル化

3．水資源投入量の削減 22.3％減少で目標は達成された。

　『目標』

　2021年に対し1.2％削減

目標値：9.55

実績値：6.5

　『目標』 受入れの廃棄物でリサイクル率は左右されてしまうが、分別徹底しリサイク

2021年に対し1.2％削減 ルに努める。

リサイクル率

79.6%

60.8%

×

５．環境活動計画の取組みと評価

活動計画・達成状況 環境活動計画の取組み結果の評価

次年度への取組内容

エアコンを使用しないのは無理なため、室温が下がるような対策が必要

次年度への取組内容

を推奨

二酸化炭素排出量の削減は目標は達成された。

実績値：37.1

評価　：　×
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次年度への取組内容

現状維持

4．収集・運搬に伴う環境負荷の低減

次年度への取組内容

エコドライブ、配車の効率化

遠場が増えたため、軽油使用量が上がっている。

評価　：　〇

目標値：478.8

実績値：339.4 

評価　：〇

≪新車両≫

《地域清掃》



1．当社に適用となる主な環境関連法規

法規制等の名称 要求

自動車から排出される窒素酸化物の特定地域おけ
る総量の削減等に関する特別処置法

事業者は、事業活動に伴う自動車ＮＯｘ・ＰＭの排
出抑制のために必要な処置をとること（法４条）

騒音規制法 騒音測定結果が、既定の基準値内であること

振動規正法 振動測定結果が、既定の基準値内であること

浄化槽法
保守点検の技術上の基準を遵守すること（法8条施
行規則第2条）
年1回定期検査を受ける（法11）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
産業廃棄物の収集運搬及び処分委託基準（施行令第
6条の2)産業廃棄物保管基準（法12条の2施行規則
8条）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（一般廃棄
物）

1.一般廃棄物収集運搬業の許可の基準
2.委託契約書に添付すべき書面（規則8の4）
3.委託契約書の保存期間（規則8の4の3）

労働安全衛生法 作業環境測定の実施及び健康診断の実施

消防法 防火管理者の設置（法8）

家電リサイクル法 廃棄時に指定業者へ処理依頼

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2025年3月31日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

引続き今年度初めは、突発の大型案件があり、売上が大幅に上がった。大型車の運搬、車輛の増車、
遠方の依頼が増え軽油の使用料が増えた。
本業である収集・運搬業に伴う環境負荷の低減の目標は達成された。
物価上昇、円安で社会情勢をみながら既存お取引先の値上げ交渉、新規建設関係でない業種の開拓を
していく。
データ等はクラウドにし、引続きDX化を進める。
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遵法

遵法

6．環境関連法規制の遵守

遵法

遵法

遵法

遵法

遵守
状況

遵法

遵法

遵法

7．代表者による全体評価と見直しの結果

雇用確保と新人の教育を強化したい。
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